
月日 曜日 時間 講座名 講師・出演 定員 応募方法

5/21 木
13:30

～

15:00
身近なお花を
素敵にアレンジ

長谷川　栄作氏
（日本フラワーデザイ
ナー協会理事）

15人

参加費：1800円
(容器・オアシス込み)
持ち物：はさみ、ビニール袋、
タオル、新聞紙、持ち帰り用の袋
申し込み：5月7日(木)10時から電話受付

6/27 土
13:30

～

15:00

地域老人会の
皆さんと一緒に
昔から伝わる遊びを
体験しませんか！

高木校区
老人クラブ連合会の

皆さん
40人

参加費：無料
申し込み：6月8日(月)
10時から電話受付
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第 395 号
令和８年５月1日

発行 北口地域コミュニティ協議会

 高木センター内
 0798-66-3194（木曜午前のぞく）

地 域 お 知 ら 伝 言板せ・の 行 事
※学年は3月時点

瓦木中学校

SC21高木

樋ノ口 SC21

高木公民館講座のお知らせ
春季野営（ボーイ隊）・春舎営（カブ隊）

カブ集会（カブ隊）

デイキャンプ（ビーバー隊）

ハイキング（ボーイ隊）

春至山荘舎営（カブ隊）

スポーツ大会（ビーバー隊）

カヤックプログラム（ボーイ隊）

モルックとは
木のスティックを投げてピンを倒し、倒れたピンに書かれた数字
やピンの数などの合計がピッタリ50点になったチームが勝利のゲーム。

5月4日(月・祝)～6日(水・振)

5月17日(日)

5月24日(日)

5月31日(日)

6月20日(土)・21日(日)

6月21日(日)

6月28日(日)

場所：３Ｆ講堂
☎65-1569　※定員になり次第締め切り

表　彰

ボーイスカウト西宮第1団

木のスティックを投げてピンを倒し、倒れたピンに書かれた数字
やピンの数などの合計がピッタリ50点になったチームが勝利のゲーム。

予告です

知ろう！遊ぼう！楽しもう！モルック！
日時：7月25日（土）13:30～15:00

　昔懐かしい遊びや簡単に
できるおもちゃを、老人クラ
ブの皆さんに教わりながら
作ります。折り紙、お手玉、紙ひこうき
作り、あやとり、けん玉 などなど。
中学生以下の子どもたちにはプレゼ

ントがあります！
　小さな子どもから
大人まで、どなたでも
参加OK。昔ながらの
遊びで、大人も童心に
返ってみませんか。

2025モルック日本代表、モルック世界大会第３位の内藤平さんを講師
に迎え、子どもから年配者まで幅広い世代が、モルックを学び遊べる
イベントを開催します。さぁ、モルックのだいごみをご一緒に！

会場は温かい拍手に包まれました

2025年度EWC環境パネ
ル展の表彰式が、2月22日に
西宮市立市民ギャラリー3階
展示室で開催されました。
EWC環境パネル展は平

成４（1992）年度に始まり、生きものや自然、ごみ問題、身近
なまちのことなどをテーマに、持続可能な社会に向けた取り
組みを発表する催しで、今年で32回目を迎えました。EWCは
「地球ウォッチングクラブ・にしのみや」の略称で、小学生を
中心に環境について主体的に学ぶ活動です。
　作品は2月12日から同ギャラリーで展示され、各賞に入賞
した26人と7団体に表彰状が贈られました。
　高木北小学校からも「こども環境活動支援協会賞」に個人で
1年生の馬場幸冬さん、グループで3年生の森﨑葵さん、矢尾
栞大さん、藤田希ノ実さん、平井希空さん、宮本咲月さんが

入賞。さらに4年1組が「西宮青年
会議所賞」に入賞しました。
　入賞した子どもは「たくさん調
べてまとめた成果が入賞につなが
りうれしい」と話し、保護者からは
「学校での取り組みに驚き、とても
誇らしく思いました」との声が
聞かれました。この取り組みを
きっかけに、子どもたちが身近な
環境に興味を持ち、未来に向けて
取り組んでいけるといいですね。

SC21高木
一斉清掃
SC21高木
一斉清掃

EWC環境パネル展
高木北小学校 入賞
EWC環境パネル展
高木北小学校 入賞

　いつもスポーツクラブ
（SC）で使用している高木
小学校と高木北小学校の
施設をみんなで清掃する、年に１度の一斉清掃が２月28日

に行われました。高木小
の体育館では剣道、空手、
ミニバスケットボール、
一般フットサルの４団体
に所属する子どもたちや
指導者、保護者の総勢70
人弱が集まり、午前９時か
ら清掃が始まりました。

各団体が分担し、ステージ裏や２階通路、倉庫内など、
普段なかなか清掃できない部分を重点的にきれいにしていき
ました。
　子どもたちは「思ったより汚れていた」「友達と掃除するの
は面白かった！」と楽しく取り組めた様子でした。指導者の
男性は「用具を大切にするのと同じように、活動場所を感謝の
気持ちを込めて掃除する機会があるのは良いことだと思いま
す」と話しました。
　また同日、高木小のグラウンドをサッカー部が、高木北小の
グラウンドを高木野球団が清掃しました。

　地域への感謝を
胸に、いきいきとス
ポーツに打ち込む
SCの子どもたちを
これからも応援し
ています！

気持ちを込めて清掃します

こども環境活動支援協会賞

西宮青年会議所賞最後は雑巾がけ競争！

ゆき  と あおい

かんた き　の　み の　あ さ　つき

地球にやさしく
地域にやさしく
地球にやさしく
地域にやさしく

◇令和７年度教育長表彰
　 瓦木中学校吹奏楽部 
　 瓦木中学校吹奏楽部打楽器
　 アンサンブル

◇コミュニティ協会賞
　 中島　未佳（大森町） 

●ジュニア野球部
　ファイヤーズカップ A級 優　勝
　NSN市民体育大会 A級 第３位
　TRK大会  C級 優　勝
　尼崎東リーグ会長杯 C級 第３位
●男子ミニバスケットボール部  　
　第40回ライオンズカップ 5年生大会 
　　西宮BEETLES  優　勝
　   （SC21高木・小松合同チーム）  

●サッカー部
　第41回関西小学生サッカー大会 　
アクアクララ六甲カップ U-12 第３位

　売布カップ　　　　　２年生 第３位

●ジュニア卓球部   　
第 33回エースコック杯小学生卓球大会 　
5～ 6年生女子　１部 上村　紗瑛 優　勝

　 吉村　朱里 準優勝
　 島　奈緒 第３位
　　　　　　　２部 内海　琴音 第３位
5～6年生男子　１部 足立　勇登 準優勝
3～4年生男子 中川　寛太 優　勝

　 寺本　健 第３位
3～4年生女子 三谷　咲和 準優勝

　 有賀 つむぎ 第３位
バンビ (2年生以下男女 ) 島　佳穂 優　勝

 足立　将登 準優勝
 上村　瑛美 第３位

●吹奏楽部    
　【第53回兵庫県アンサンブルコンテスト西阪神地区大会】 
　打楽器六重奏     金　賞
　　森遼太朗　高場くるみ　田村莉々
　　宇野遥香　三野絢音　原蒼汰郎  
クラリネット四重奏    金　賞
　　堀山結羽　河島莉子　永井希乃花　
　　長谷川心々音     
　【第 53回兵庫県アンサンブルコンテスト】 
　打楽器六重奏 　　　　　　  金賞・代表
　クラリネット四重奏   　　　　 金賞・代表
　【第 52回関西アンサンブルコンテスト】  
　打楽器六重奏     　金　賞
　クラリネット四重奏　　　　　　　　銀　賞
●駅伝部    
　【第 35回西宮市中学校新人駅伝競走大会】 
　　女子総合      第２位
　　女子 第１区 松本　芽理  第３位
 第２区  杉本　栞音  第３位
 第５区 都倉　杏奈  第１位
　【西宮新春ロードレース大会】   
　　中学男子３km  大久保　篤宏 第１位
　　中学女子２km  松本　芽理  第３位
●男子バレーボール部    
　【西宮市中学校バレーボール男女優勝大会】  優　勝
　【阪神中学校バレーボール男女優勝大会】  準優勝
●剣道部    
　【第 35回西宮市中学校冬季剣道錬成大会】
　　男子団体      準優勝
●男子ソフトテニス部    
　【のじぎくカップ　阪神地区１年生大会】
   山本・稲田組 準優勝
 　　☆県大会出場おめでとう！ 

【中学生の税についての作文】
西宮宝塚租税教育推進協議会賞   杉本　佳穂

【福祉作品コンクール】 
　特別賞                      小郷　莉乃
入選            西田　結万

【あけてニッコリ！ わくわくお弁当コンテスト】
　優秀賞（Kiss FM KOBE賞）
            安形　侑莉 
【西宮市いじめを許さない学校づくりポスター】 
　佳作　八十瀨吏乃　脇本優花　德田桃果

【西宮市立小・中学校合同書写展】    
　３年　阪口彩葉　　古塚悠大　後藤紗良　
　　　　岩川颯太　　青木柚子　安藤彩吹　
　　　　冨田彩花　　藤岡純史  
２年　高場くるみ　井戸柚希　松木美緒　
　　　　米村夢花　　西本織衣　森 渚　
　　　　兵頭梨杏　　坂本朱花  
１年　岡村真希　　林田彩和　下村真依子　
　　　　松井佳乃　　小郷莉乃　小林なつ　
　　　　真砂月奈　　藤岡侑那  

　学校のこれからについて語り合いました。
新しい挑戦に向けて歩みを進めています

2/6 上田善子校長と生徒会本部役員の  
　　話し合い

〈生徒たちの活動アルバム〉

広告

優勝おめでとう !!
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新しくなった母校へ
～瓦木中学校新校舎見学会～
新しくなった母校へ
～瓦木中学校新校舎見学会～
新しくなった母校へ
～瓦木中学校新校舎見学会～

資料室に作られた卒業ア
ルバムコーナー

向井さん
持参の生徒手帳

懐
か
し
そ
う
に
卒
業
ア
ル
バ
ム

を
見
る
向
井
さ
ん

新しい教室に並ぶ久保田さん親子

力を合わせてがんばるぞ！

他のクラスを見守る子どもたち

新校舎正面

抜いてびっくり!!

葉っぱがふさふさ
10月の種まき体験の様子

種はとても小さいね

　瓦
木
中
学
校
の
建
て
替
え
工
事

が
終
了
し
、
新
校
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。
２
月
14
、
15
日
に
は
新
校

舎
見
学
会
が
行
わ
れ
、
約
4
7
0

人
が
参
加
。
巣
立
っ
て
間
も
な
い

人
か
ら
古
希
を
迎
え
た
人
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
卒
業
生
が
母

校
に
集
ま
り
、
明
る
く
開
放
的
な

教
室
や
広
い
廊
下
に
驚
き
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
見
学
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　校
舎
２
階
に
は
資
料
室
が
用
意

さ
れ
、
工
事
の
進
捗
写
真
、
開
校

時
か
ら
現
在
ま
で
の
航
空
写
真
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
、
新
旧
制
服
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
当
時
を
懐
か
し
む

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
旧
制
服

試
着
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
学
ラ
ン
を

着
て
中
学
生
気
分
に
戻
る
卒
業
生

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　瓦
木
中
学
校
同
窓
会
「
燦
々
会
」

は
、
令
和
４
年
に
解
体
前
の
旧
校

舎
見
学
会
を
開
催
。「
新
し
い
校
舎

も
見
て
み
た
い
」
と
い
う
参
加
者

の
声
が
、
今
回
の
見
学
会
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　同
会
は
、
制
服
検
討
委
員
会
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
か

ら
採
用
さ
れ
た
新
制
服
の
ブ
レ

ザ
ー
に
は
、
襟
に
緑
色
の
３
本
線

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
旧
制
服

の
セ
ー
ラ
ー
服
に
使
わ
れ
て
い
た

瓦
木
中
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
を
残

し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　会
長
の
土
井
成
三
さ
ん
（
昭
和

44
（
1
9
6
９
）
年
度
卒
・
10
期

卒
業
生
）
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で

は
卒
業
時
に
全
員
が
同
会
に
加
入

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
意
思
確
認
を

行
い
、希
望
者
の
み
の
加
入
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　高
木
小
学
校
の
２
年
生
約
１
１

０
人
が
、
１
月
21
日
に
大
根
掘
り

体
験
を
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
の

協
力
の
下
、
恒
例
の
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。
10
月
に
種
ま
き
体
験

を
し
た
大
根
を
収
穫
し
、
児
童
１

人
１
本
ず
つ
、
自
分
の
背
丈
ほ
ど

あ
る
大
き
な
葉
付
き
の
大
根
を
持

ち
帰
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
収
穫
し
た
中
に
、
ユ

ニ
ー
ク
な
形
の
大
根
が
あ
り
ま
し

た
。
先
が
何
本
も
枝
分
れ
し
て
い

て
、
足
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
。「
こ
れ
は
、
石

な
ど
の
障
害
物
を
よ
け
な
が
ら
、

栄
養
の
あ
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
ぐ

ん
ぐ
ん
伸
び
て
、
こ
ん
な
形
に

な
っ
た
特
別
な
大
根
だ
よ
」
と
農

家
の
人
が
話
し
ま
し
た
。

　そ
の
、
と
び
き
り
お
い
し
い
大

根
を
、
誰
が
持
っ
て
帰
る
か
み
ん

な
で
相
談
し
ま
し
た
。
店
で
は
見

か
け
な
い
規
格
外
の
大
根
が
、
こ

こ
で
は
一
番
人
気
に
な
り
ま
し

た
。　「種

は
小
さ
か
っ
た
の
に
大
根

は
と
て
も
大
き
く
て
び
っ
く
り
し

た
」「
と
て
も
重
た
い
か
ら
抱
っ

こ
し
て
運
ん
だ
よ
」「
葉
っ
ぱ
を

み
そ
汁
に
入
れ
た
ら
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
で
お
い
し
か
っ
た
。
葉
っ
ぱ
の

ふ
り
か
け
も
お
い
し
い
」「
ス
ー

パ
ー
で
売
っ
て
い
る
も
の
よ
り
甘

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
大
根
を
あ
り

が
と
う
」

　高
木
北
小
学
校
で
は
、
大
縄
跳

び
に
取
り
組
む
「
ぽ
か
ぽ
か
タ
イ

ム
」
が
、
毎
年
2
月
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
な
い
体
力

づ
く
り
や
体
を
動
か
す
楽
し
さ
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
か
ら
2
日
間
記
録
会
を
設

け
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
縄
跳
び
を
跳

ん
だ
回
数
を
合
計
し
、
全
校
で

6
0
0
0
回
を
超
え
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
、
体
育
の
授
業

や
休
み
時
間
を
利
用
し
て
練
習
を

重
ね
、
2
月
2
、
3
日
に
迎
え
た

本
番
で
は
、
8
0
0
0
回
を
超
え

る
記
録
を
達
成
！
　大
縄
を
懸
命

に
回
す
子
ど
も
、
息
を
合
わ
せ
て

ジ
ャ
ン
プ
す
る
子
ど

も
、
み
ん
な
で
一
つ
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
表

情
は
、
喜
び
と
達
成
感

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　後
日
、
一
番
多
く
跳
ん
だ
6
年

3
組
の
大
縄
お
披
露
目
会
が
開
催

さ
れ
、
来
年
に
向
け
て
上
級
生
か

ら
上
手
に
跳
ぶ
こ
つ
な
ど
を
学
ぶ

下
級
生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　近
年
、
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
、
天
候
に
よ
る
影

響
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

外
遊
び
を
す
る
機
会
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
全
校
児
童
が
一
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
一
致
団
結
し
、
体

を
使
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
行
事

は
、
心
も
体
も
ぽ
か
ぽ
か
に
な
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

昭和33（1958）年　建設工事の様子
　この校舎は、解体されるまで約65年
間使われました。

昭和46（1971）年　体育大会の様子
奥に見える藤棚は、今回の建て替え

工事でなくなりました。「きれいな藤棚の
光景を今も覚えています」（31期卒業生
のインタビューより）

昭和61（1986）年　校舎周辺の様子
（航空写真）
田んぼと畑に囲まれています。「冬は

堆肥から湯気が上がるのが見えました」
（33期卒業生のインタビューより）

主催：瓦木中学校同窓会「燦々会」

瓦木中学校
旧校舎の歴史
瓦木中学校
旧校舎の歴史
瓦木中学校
旧校舎の歴史

出典：にしのみやデジタルアーカイブ

さん     さん     かい

し
ん
ち
ょ
く

<

燦
々
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
見

学
会
に
携
わ
る
今
野
さ
ん>

　５
年
ほ
ど
前
か
ら
燦
々
会
で
活

動
。
旧
校
舎
見
学
会
で
は
制
服
試

着
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
、
と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　東
京
か
ら
転
校
し
て
き
て
、
畑

や
田
ん
ぼ
が
多
い
風
景
に
驚
き
ま

し
た
。
夏
に
教
室
の
窓
を
開
け
て

い
る
と
堆
肥
の
臭
い
が
漂
っ
て
き

た
の
も
今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。

<

共
に
卒
業
生
で
、
資
料
室
に
卒

業
ア
ル
バ
ム
２
冊
と
旧
制
服
を
持

参
し
た
久
保
田
さ
ん
親
子>

　息
子
の
担
任
が
私
の
中
学
校
の

同
級
生
で
し
た
。
今
も
在
校
し
て

い
る
の
で
話
し
て
帰
り
ま
す
。（
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
楽
し
そ
う
に
話
す
３

人
の
姿
が
見
え
ま
し
た
）

　息
子
と
娘
も
瓦
木
中
の
卒
業
生

で
す
。
私
が
３
年
生
の
時
に
使
っ

た
教
室
を
、
息
子
も
使
っ
た
時
は

感
慨
深
か
っ
た
で
す
。

　資
料
室
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見

て
、
当
時
の
体
育
の
先
生
が
後
に

校
長
に
な
っ
た
の
が
分
か
っ
た
り
、

他
の
先
生
の
中
学
生
時
代
の
写
真

を
発
見
し
た
り
し
ま
し
た
。

<

生
徒
会
で
保
健
委
員
長
と
体
育

委
員
長
を
務
め
た
２
人>

　私
た
ち
が
生
徒
会
で
始
め
た
ハ

ン
カ
チ
点
検
が
今
も
残
っ
て
い
る

の
が
分
か
り
う
れ
し
い
で
す
。

　勉
強
や
部
活
動
に
没
頭
で
き
る

の
は
今
だ
け
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
打
ち
込
ん
で
ほ
し
い
。

（
瓦
木
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

<

中
学
時
代
の
思
い
出
の
品
を

持
っ
て
訪
れ
て
い
た
向
井
さ
ん>

　一
番
の
思
い
出
は
修
学
旅
行
。

現
在
の
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
や
東

京
観
光
に
行
き
ま
し
た
。
同
級
生

と
盛
り
上
が
っ
て
話
し
た
内
容
は
、

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　３
年
生
の
時
に
は
、
新
入
生
が

11
ク
ラ
ス
に
増
え
、
教
室
が
足
り

ず
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が
建
ち
ま
し

た
。
西
宮
市
内
の
中
学
校
は
ま
だ

少
な
く
、
中
連
体
は
10
校
程
度
の

参
加
で
し
た
。
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卒
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　（10
期
卒
業
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）

見
学
会
に

来
て
い
た

卒
業
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
学
校
の

思
い
出
と

見
学
会
の
感
想

見
学
会
の
感
想
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新しくなった母校へ
～瓦木中学校新校舎見学会～
新しくなった母校へ
～瓦木中学校新校舎見学会～
新しくなった母校へ
～瓦木中学校新校舎見学会～

資料室に作られた卒業ア
ルバムコーナー

向井さん
持参の生徒手帳

懐
か
し
そ
う
に
卒
業
ア
ル
バ
ム

を
見
る
向
井
さ
ん

新しい教室に並ぶ久保田さん親子

力を合わせてがんばるぞ！

他のクラスを見守る子どもたち

新校舎正面

抜いてびっくり!!

葉っぱがふさふさ
10月の種まき体験の様子

種はとても小さいね

　瓦
木
中
学
校
の
建
て
替
え
工
事

が
終
了
し
、
新
校
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。
２
月
14
、
15
日
に
は
新
校

舎
見
学
会
が
行
わ
れ
、
約
4
7
0

人
が
参
加
。
巣
立
っ
て
間
も
な
い

人
か
ら
古
希
を
迎
え
た
人
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
卒
業
生
が
母

校
に
集
ま
り
、
明
る
く
開
放
的
な

教
室
や
広
い
廊
下
に
驚
き
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
見
学
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　校
舎
２
階
に
は
資
料
室
が
用
意

さ
れ
、
工
事
の
進
捗
写
真
、
開
校

時
か
ら
現
在
ま
で
の
航
空
写
真
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
、
新
旧
制
服
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
当
時
を
懐
か
し
む

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
旧
制
服

試
着
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
学
ラ
ン
を

着
て
中
学
生
気
分
に
戻
る
卒
業
生

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　瓦
木
中
学
校
同
窓
会
「
燦
々
会
」

は
、
令
和
４
年
に
解
体
前
の
旧
校

舎
見
学
会
を
開
催
。「
新
し
い
校
舎

も
見
て
み
た
い
」
と
い
う
参
加
者

の
声
が
、
今
回
の
見
学
会
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　同
会
は
、
制
服
検
討
委
員
会
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
か

ら
採
用
さ
れ
た
新
制
服
の
ブ
レ

ザ
ー
に
は
、
襟
に
緑
色
の
３
本
線

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
旧
制
服

の
セ
ー
ラ
ー
服
に
使
わ
れ
て
い
た

瓦
木
中
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
を
残

し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　会
長
の
土
井
成
三
さ
ん
（
昭
和

44
（
1
9
6
９
）
年
度
卒
・
10
期

卒
業
生
）
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で

は
卒
業
時
に
全
員
が
同
会
に
加
入

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
意
思
確
認
を

行
い
、希
望
者
の
み
の
加
入
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　高
木
小
学
校
の
２
年
生
約
１
１

０
人
が
、
１
月
21
日
に
大
根
掘
り

体
験
を
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
の

協
力
の
下
、
恒
例
の
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。
10
月
に
種
ま
き
体
験

を
し
た
大
根
を
収
穫
し
、
児
童
１

人
１
本
ず
つ
、
自
分
の
背
丈
ほ
ど

あ
る
大
き
な
葉
付
き
の
大
根
を
持

ち
帰
り
ま
す
。

　た
く
さ
ん
収
穫
し
た
中
に
、
ユ

ニ
ー
ク
な
形
の
大
根
が
あ
り
ま
し

た
。
先
が
何
本
も
枝
分
れ
し
て
い

て
、
足
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
。「
こ
れ
は
、
石

な
ど
の
障
害
物
を
よ
け
な
が
ら
、

栄
養
の
あ
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
ぐ

ん
ぐ
ん
伸
び
て
、
こ
ん
な
形
に

な
っ
た
特
別
な
大
根
だ
よ
」
と
農

家
の
人
が
話
し
ま
し
た
。

　そ
の
、
と
び
き
り
お
い
し
い
大

根
を
、
誰
が
持
っ
て
帰
る
か
み
ん

な
で
相
談
し
ま
し
た
。
店
で
は
見

か
け
な
い
規
格
外
の
大
根
が
、
こ

こ
で
は
一
番
人
気
に
な
り
ま
し

た
。　「種

は
小
さ
か
っ
た
の
に
大
根

は
と
て
も
大
き
く
て
び
っ
く
り
し

た
」「
と
て
も
重
た
い
か
ら
抱
っ

こ
し
て
運
ん
だ
よ
」「
葉
っ
ぱ
を

み
そ
汁
に
入
れ
た
ら
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
で
お
い
し
か
っ
た
。
葉
っ
ぱ
の

ふ
り
か
け
も
お
い
し
い
」「
ス
ー

パ
ー
で
売
っ
て
い
る
も
の
よ
り
甘

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
大
根
を
あ
り

が
と
う
」
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学
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で
は
、
大
縄
跳
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「
ぽ
か
ぽ
か
タ
イ

ム
」
が
、
毎
年
2
月
に
行
わ
れ
て
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ま
す
。
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さ
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な
い
体
力

づ
く
り
や
体
を
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か
す
楽
し
さ
、

チ
ー
ム
ワ
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を
養
う
こ
と
を
目

的
に
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
か
ら
2
日
間
記
録
会
を
設

け
、
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ラ
ス
ご
と
に
縄
跳
び
を
跳

ん
だ
回
数
を
合
計
し
、
全
校
で

6
0
0
0
回
を
超
え
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
、
体
育
の
授
業

や
休
み
時
間
を
利
用
し
て
練
習
を
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ね
、
2
月
2
、
3
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に
迎
え
た

本
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で
は
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8
0
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0
回
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超
え
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！
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息
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な
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表
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学
時
代
の
思
い
出
の
品
を

持
っ
て
訪
れ
て
い
た
向
井
さ
ん>

　一
番
の
思
い
出
は
修
学
旅
行
。

現
在
の
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
や
東

京
観
光
に
行
き
ま
し
た
。
同
級
生

と
盛
り
上
が
っ
て
話
し
た
内
容
は
、

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　３
年
生
の
時
に
は
、
新
入
生
が

11
ク
ラ
ス
に
増
え
、
教
室
が
足
り

ず
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が
建
ち
ま
し

た
。
西
宮
市
内
の
中
学
校
は
ま
だ

少
な
く
、
中
連
体
は
10
校
程
度
の

参
加
で
し
た
。
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月日 曜日 時間 講座名 講師・出演 定員 応募方法

5/21 木
13:30

～

15:00
身近なお花を
素敵にアレンジ

長谷川　栄作氏
（日本フラワーデザイ
ナー協会理事）

15人

参加費：1800円
(容器・オアシス込み)
持ち物：はさみ、ビニール袋、
タオル、新聞紙、持ち帰り用の袋
申し込み：5月7日(木)10時から電話受付

6/27 土
13:30

～

15:00

地域老人会の
皆さんと一緒に
昔から伝わる遊びを
体験しませんか！

高木校区
老人クラブ連合会の

皆さん
40人

参加費：無料
申し込み：6月8日(月)
10時から電話受付

コミュニティきたぐち（地域版）() 第395号 令和８年５月1日1 コミュニティきたぐち（地域版）第395号 令和８年５月1日 ()4

第 395 号
令和８年５月1日

発行 北口地域コミュニティ協議会

 高木センター内
 0798-66-3194（木曜午前のぞく）

地 域 お 知 ら 伝 言板せ・の 行 事
※学年は3月時点

瓦木中学校

SC21高木

樋ノ口 SC21

高木公民館講座のお知らせ
春季野営（ボーイ隊）・春舎営（カブ隊）

カブ集会（カブ隊）

デイキャンプ（ビーバー隊）

ハイキング（ボーイ隊）

春至山荘舎営（カブ隊）

スポーツ大会（ビーバー隊）

カヤックプログラム（ボーイ隊）

モルックとは
木のスティックを投げてピンを倒し、倒れたピンに書かれた数字
やピンの数などの合計がピッタリ50点になったチームが勝利のゲーム。

5月4日(月・祝)～6日(水・振)

5月17日(日)

5月24日(日)

5月31日(日)

6月20日(土)・21日(日)

6月21日(日)

6月28日(日)

場所：３Ｆ講堂
☎65-1569　※定員になり次第締め切り

表　彰

ボーイスカウト西宮第1団

木のスティックを投げてピンを倒し、倒れたピンに書かれた数字
やピンの数などの合計がピッタリ50点になったチームが勝利のゲーム。

予告です

知ろう！遊ぼう！楽しもう！モルック！
日時：7月25日（土）13:30～15:00

　昔懐かしい遊びや簡単に
できるおもちゃを、老人クラ
ブの皆さんに教わりながら
作ります。折り紙、お手玉、紙ひこうき
作り、あやとり、けん玉 などなど。
中学生以下の子どもたちにはプレゼ

ントがあります！
　小さな子どもから
大人まで、どなたでも
参加OK。昔ながらの
遊びで、大人も童心に
返ってみませんか。

2025モルック日本代表、モルック世界大会第３位の内藤平さんを講師
に迎え、子どもから年配者まで幅広い世代が、モルックを学び遊べる
イベントを開催します。さぁ、モルックのだいごみをご一緒に！

会場は温かい拍手に包まれました

2025年度EWC環境パネ
ル展の表彰式が、2月22日に
西宮市立市民ギャラリー3階
展示室で開催されました。
EWC環境パネル展は平

成４（1992）年度に始まり、生きものや自然、ごみ問題、身近
なまちのことなどをテーマに、持続可能な社会に向けた取り
組みを発表する催しで、今年で32回目を迎えました。EWCは
「地球ウォッチングクラブ・にしのみや」の略称で、小学生を
中心に環境について主体的に学ぶ活動です。
　作品は2月12日から同ギャラリーで展示され、各賞に入賞
した26人と7団体に表彰状が贈られました。
　高木北小学校からも「こども環境活動支援協会賞」に個人で
1年生の馬場幸冬さん、グループで3年生の森﨑葵さん、矢尾
栞大さん、藤田希ノ実さん、平井希空さん、宮本咲月さんが

入賞。さらに4年1組が「西宮青年
会議所賞」に入賞しました。
　入賞した子どもは「たくさん調
べてまとめた成果が入賞につなが
りうれしい」と話し、保護者からは
「学校での取り組みに驚き、とても
誇らしく思いました」との声が
聞かれました。この取り組みを
きっかけに、子どもたちが身近な
環境に興味を持ち、未来に向けて
取り組んでいけるといいですね。

SC21高木
一斉清掃
SC21高木
一斉清掃

EWC環境パネル展
高木北小学校 入賞
EWC環境パネル展
高木北小学校 入賞

　いつもスポーツクラブ
（SC）で使用している高木
小学校と高木北小学校の
施設をみんなで清掃する、年に１度の一斉清掃が２月28日

に行われました。高木小
の体育館では剣道、空手、
ミニバスケットボール、
一般フットサルの４団体
に所属する子どもたちや
指導者、保護者の総勢70
人弱が集まり、午前９時か
ら清掃が始まりました。

各団体が分担し、ステージ裏や２階通路、倉庫内など、
普段なかなか清掃できない部分を重点的にきれいにしていき
ました。
　子どもたちは「思ったより汚れていた」「友達と掃除するの
は面白かった！」と楽しく取り組めた様子でした。指導者の
男性は「用具を大切にするのと同じように、活動場所を感謝の
気持ちを込めて掃除する機会があるのは良いことだと思いま
す」と話しました。
　また同日、高木小のグラウンドをサッカー部が、高木北小の
グラウンドを高木野球団が清掃しました。

　地域への感謝を
胸に、いきいきとス
ポーツに打ち込む
SCの子どもたちを
これからも応援し
ています！

気持ちを込めて清掃します

こども環境活動支援協会賞

西宮青年会議所賞最後は雑巾がけ競争！

ゆき  と あおい

かんた き　の　み の　あ さ　つき

地球にやさしく
地域にやさしく
地球にやさしく
地域にやさしく

◇令和７年度教育長表彰
　 瓦木中学校吹奏楽部 
　 瓦木中学校吹奏楽部打楽器
　 アンサンブル

◇コミュニティ協会賞
　 中島　未佳（大森町） 

●ジュニア野球部
　ファイヤーズカップ A級 優　勝
　NSN市民体育大会 A級 第３位
　TRK大会  C級 優　勝
　尼崎東リーグ会長杯 C級 第３位
●男子ミニバスケットボール部  　
　第40回ライオンズカップ 5年生大会 
　　西宮BEETLES  優　勝
　   （SC21高木・小松合同チーム）  

●サッカー部
　第41回関西小学生サッカー大会 　
アクアクララ六甲カップ U-12 第３位
　売布カップ　　　　　２年生 第３位

●ジュニア卓球部   　
第 33回エースコック杯小学生卓球大会 　
5～ 6年生女子　１部 上村　紗瑛 優　勝

　 吉村　朱里 準優勝
　 島　奈緒 第３位
　　　　　　　２部 内海　琴音 第３位
5～6年生男子　１部 足立　勇登 準優勝
3～4年生男子 中川　寛太 優　勝

　 寺本　健 第３位
3～4年生女子 三谷　咲和 準優勝

　 有賀 つむぎ 第３位
バンビ (2年生以下男女 ) 島　佳穂 優　勝

 足立　将登 準優勝
 上村　瑛美 第３位

●吹奏楽部    
　【第53回兵庫県アンサンブルコンテスト西阪神地区大会】 
　打楽器六重奏     金　賞
　　森遼太朗　高場くるみ　田村莉々
　　宇野遥香　三野絢音　原蒼汰郎  
クラリネット四重奏    金　賞
　　堀山結羽　河島莉子　永井希乃花　
　　長谷川心々音     
　【第 53回兵庫県アンサンブルコンテスト】 
　打楽器六重奏 　　　　　　  金賞・代表
　クラリネット四重奏   　　　　 金賞・代表
　【第 52回関西アンサンブルコンテスト】  
　打楽器六重奏     　金　賞
　クラリネット四重奏　　　　　　　　銀　賞
●駅伝部    
　【第 35回西宮市中学校新人駅伝競走大会】 
　　女子総合      第２位
　　女子 第１区 松本　芽理  第３位
 第２区  杉本　栞音  第３位
 第５区 都倉　杏奈  第１位
　【西宮新春ロードレース大会】   
　　中学男子３km  大久保　篤宏 第１位
　　中学女子２km  松本　芽理  第３位
●男子バレーボール部    
　【西宮市中学校バレーボール男女優勝大会】  優　勝
　【阪神中学校バレーボール男女優勝大会】  準優勝
●剣道部    
　【第 35回西宮市中学校冬季剣道錬成大会】
　　男子団体      準優勝
●男子ソフトテニス部    
　【のじぎくカップ　阪神地区１年生大会】
   山本・稲田組 準優勝
 　　☆県大会出場おめでとう！ 

【中学生の税についての作文】
西宮宝塚租税教育推進協議会賞   杉本　佳穂

【福祉作品コンクール】 
　特別賞                      小郷　莉乃
入選            西田　結万

【あけてニッコリ！ わくわくお弁当コンテスト】
　優秀賞（Kiss FM KOBE賞）
            安形　侑莉 
【西宮市いじめを許さない学校づくりポスター】 
　佳作　八十瀨吏乃　脇本優花　德田桃果

【西宮市立小・中学校合同書写展】    
　３年　阪口彩葉　　古塚悠大　後藤紗良　
　　　　岩川颯太　　青木柚子　安藤彩吹　
　　　　冨田彩花　　藤岡純史  
２年　高場くるみ　井戸柚希　松木美緒　

　　　　米村夢花　　西本織衣　森 渚　
　　　　兵頭梨杏　　坂本朱花  
１年　岡村真希　　林田彩和　下村真依子　

　　　　松井佳乃　　小郷莉乃　小林なつ　
　　　　真砂月奈　　藤岡侑那  

　学校のこれからについて語り合いました。
新しい挑戦に向けて歩みを進めています

2/6 上田善子校長と生徒会本部役員の  
　　話し合い

〈生徒たちの活動アルバム〉

広告

優勝おめでとう !!


